
表－２ 四国管内鉱山残壁崩壊事例

発生年月日 鉱山 鉱種 崩壊規模 崩落高さ 残壁高さ 残壁角度
崩壊した
岩種

地質状況等 要因 　 前兆 対策 概要

位置
鏡肌・肌目・
石目

はさみ
下盤の岩
種

走向・節
理・断層

石目 すべり面
夾雑物・
弱層

雨 盤際
カバー
ロックの

その他

1 S54.6.29 　Ａ けい石
１５００～２
０００㎥

２０ｍ
中間

５５ｍ ６０度
けい石、
緑泥片岩

・節理が発
達し脆弱
・南北・東西
方向に断層
がある

緑泥片
岩、粘板
岩

緑泥片岩
岩（風化
が著しく
粘土化）

節理
薄い緑泥
片岩層

緑泥片岩
層へ雨水
が浸透

亀裂、石の崩
れ
のり面が雨水
により滝のよう
に流れていた
（１５時１０分
頃、１６時３０分

　第２採鉱場亀裂箇所において、１６時３０分、亀裂部のほとんど（１
５００～２０００㎥）が崩落した。正午から１５時頃まで集中豪雨で
あったがその後は小雨となった。
　薄い緑泥片岩層へ雨水が浸透しけい岩部が剥離したと推測され
る。

2 S54.9.24 　Ａ けい石
不明（相当
多量、２００
００㎥以上）

３０ｍ
ほぼ全体

５５ｍ ６０度
けい石、
緑泥片岩

・節理が発
達し脆弱
・南北・東西
方向に断層
がある

緑泥片
岩、粘板
岩

緑泥片岩
岩（風化
が著しく
粘土化）

節理
薄い緑泥
片岩層

緑泥片岩
層へ雨水
が浸透

亀裂
　第２採鉱場山頂の亀裂から前回崩落から問題となっていた岩盤
が崩落。時刻は夜間であるが不明、崩落量も不明。雨量で２０時～
２１時に６０mm。

3 S55.5.23 　Ａ けい石 約１００㎥
5ｍ
上部

４０ｍ ５０度
けい石、
緑泥片岩

・節理が発
達し脆弱
・断層がある

緑泥片
岩、粘板
岩

けい岩
砂岩
緑泥片岩
赤色板岩

節理
集中豪雨

上部から再
整形（南北２
７度、東西３
５度で計画）

　２３日夜、第１採鉱場１１０～１１５mLにおいて、約１００㎥の岩盤
が崩落。２０～２１日にかけての大雨が原因と思われる。

4 S60.4.16 　Ａ けい石 約５，０００㎥
15ｍ
上部

５０ｍ ３５度 けい石
・節理が発
達し脆弱
・断層がある

緑泥片
岩、粘板
岩

けい岩
砂岩
緑泥片岩
赤色板岩

節理
流れ目
（流れ盤）

集中豪雨

地層の走向が
東西性で傾斜
が３０－４０度
と緩く、かつ走
向性小断層が
多く滑落しやす
い

前日から動き
あり

南北方向の
残壁とする

　前日に８３mmの降雨があり、第１採鉱場西側残壁の南斜面９０
mLに亀裂が発生し、９０～７５mL間の約５，０００ｍ３が崩落した。

5 S62.7.3 　Ａ けい石 亀裂
４０ｍ
ほぼ全体

４０ｍ ３５度 　　　－
・節理が発
達し脆弱
・断層がある

緑泥片
岩、粘板
岩

緑泥片岩
岩（風化
が著しく
粘土化）

節理
薄い緑泥
片岩層

法じり部に押
さえ盛り土
（残壁傾斜は
約３５度）

　第２採鉱場残壁の北東部１００mL(頂部)～６０mL間に亀裂が発生
した。Ｓ６３年６月までに最大１．５ｍの落差を生じたが、亀裂部の
埋め戻しを行い、地滑り防止のために残壁法尻部４５mL、５０mLへ
土砂のたい積を行ったところ、その後は変化なく安定している。

6 H4.4.2 　Ｂ 石灰石 約２５０㎥
２５ｍ
中間

７５ｍ ５０度

石灰石
砂岩・頁
岩
輝緑凝灰
岩

石目
鏡肌

輝緑凝灰
岩

砂岩
頁岩

石目の多く発
達した軟弱な
石灰岩が崩
壊し、その上
に乗っている
層が順次崩
壊

鏡肌 盤際

約一月前から
ぱらぱらと小石
の落下が認め
られていた。

　残壁中央部の２１０mL～１８５mL間、幅約１５ｍ、約２５０㎥が崩落
した。
　（約一月前からぱらぱらと小石の落下が認められていた。）

7 H4.5.10 　Ｂ 石灰石 約６，０００㎥
４５ｍ
上部

７５ｍ ５０度

石灰石
砂岩・頁
岩
輝緑凝灰
岩

石目
鏡肌

輝緑凝灰
岩

砂岩
頁岩

石目の多く発
達した軟弱な
石灰岩が崩
壊し、その上
に乗っている
層が順次崩
壊

鏡肌 盤際
（きっかけは発
破震動）

　残壁中央部の２４５mL～１９８mL間が約６，０００㎥崩落した。

8 H8.5.1 　Ｂ 石灰石 約２，５００㎥
３０ｍ
上部

８０ｍ ５０度

石灰石
砂岩・頁
岩
輝緑凝灰
岩

石目
鏡肌

輝緑凝灰
岩

砂岩
頁岩

石目の多く発
達した軟弱な
石灰岩が崩
壊し、その上
に乗っている
層が順次崩
壊

鏡肌 降雨 盤際  
数日前から亀
裂

  数日来の降雨後、巡視で亀裂を発見したので、作業を中止してい
たところ平成４年５月１０日に崩落した箇所の西側の残りの部分
が、幅約３０ｍに亘り崩落した。崩落量約２，５００㎥。

9 H15.10.12 　Ｂ 石灰石 約３，０００㎥
４０ｍ
下部

７０ｍ ４６度

石灰石
砂岩・頁
岩
輝緑凝灰
岩

石目
鏡肌

輝緑凝灰
岩

砂岩
頁岩

石目の多く発
達した軟弱な
石灰岩が崩
壊し、その上
に乗っている
層が順次崩
壊

鏡肌 盤際  
上部より再整
形

　残壁の頂部２１０ｍＬ～１７０ｍＬの間が、幅４０ｍ×厚さ２ｍ、約
３，０００㎥　崩落した。崩落土石は全量１７０ｍＬに留まっている。崩
落の形状から、下部岩盤が崩壊して上部がずり落ちたのではない
かと思われる。当該付近は立入禁止措置実施し（H15.12）　その
後、上部から残壁の再採掘を実施。（H16.08）

10 S62.8.10 　Ｃ 石灰石 １，２００㎥
２０ｍ
上部

１００ｍ ５０度
石灰石

鏡肌
三角すべり
目

砂岩
頁岩
けい岩
輝緑凝灰
岩

すべり面 発破で落とした 亀裂
　西部南側残壁に亀裂を発見した。崩落の恐れがあると判断して、
８月１１～１２日に発破を行い、１，２００㎥を落とした。三角目の滑り
面があった。

11 H18.5.10 　Ｃ 石灰石 約１，５００㎥
２０ｍ
上部

１００ｍ
５０度
すべり面４
５度

石灰石
鏡肌
三角すべり
目

砂岩
頁岩
けい岩
輝緑凝灰
岩

すべり面 降雨 　

三角目の下部か
ら普段は清水が
出ているが濁り
水が吹き出てい
た

  過去にくさび形の崩落(S62.8)をしていた箇所が降雨時に再び崩
落した。崩落量は約１，５００㎥程度。

12 S60.9.28 　Ｄ 石灰石 約５００㎥
２０ｍ
上部

４０ｍ ４５度
表土混じ
り

チャート
（上盤）

降雨
盤際
表土部分

３０～３５度で
整形

　連日の大雨により、西部採鉱場北側残壁東端の雑岩・表土部が
幅１０ｍ×高さ２０ｍ×厚さ２～３ｍ＝約５００㎥崩落した。
  対策として整形、土留め工事を実施した。

13 S63.4.28 　Ｄ 石灰石 亀裂
２０ｍ
上部

５０ｍ ４５度 亀裂
チャート
（上盤）

降雨
盤際
表土部分

亀裂
　前日降雨があり、Ｓ６０年９月に崩壊した西部採鉱場北側残壁東
端の上部に亀裂が発生した。対策として、整形、石積み、蛇篭設置
等の土留め工事を実施した。その後は安定している。

14 H1.4.30 　Ｅ 石灰石 約７００㎥
２０ｍ
上部

１００ｍ ５０度
石灰石
輝緑凝灰
岩

鏡肌
輝緑凝灰
岩

多い 降雨 盤際
カバー
ロック

  ４月３０日～５月１日に約６０mmの降雨があり、南側東部残壁のカ
バーロックとして残していた石灰岩（厚さ約２ｍ）が下盤の輝緑凝灰
岩から剥離し、１７０mL～１５０mL間で幅３０ｍに亘り約７００㎥崩落
した。（夜間に発生）　その後、１８０mL～１６０mL間の凝灰岩部を採
掘して緩傾斜に整形した。

15 H2.6.8 　Ｅ 石灰石
約２０，０００
㎥

６０ｍ
上部

１００ｍ ５０度

石灰石（１
／３）
輝緑凝灰
岩（２／
３）

鏡肌
輝緑凝灰
岩

多い 降雨 盤際
カバー
ロック

亀裂

　６月８～９日に約１３０mmの降雨があり、南側中央部残壁１２０mL
～１８０mL間で幅５０ｍに亘って、カバーロックの石灰岩及びその下
盤の輝緑凝灰岩約２０，０００㎥が崩落した。（夜間に発生）
  当該箇所はＨ元年８月末に亀裂が発生し、変位を観測中であっ
た。



発生年月日 鉱山 鉱種 崩壊規模 崩落高さ 残壁高さ 残壁角度
崩壊した
岩種

地質状況等 要因 　 前兆 対策 概要

位置
鏡肌・肌目・
石目

はさみ
下盤の岩
種

走向・節
理・断層

石目 すべり面
夾雑物・
弱層

雨 盤際
カバー
ロックの

その他

16 H11.5.30 　Ｅ 石灰石 約３０００㎥
５０ｍ
全体

８０ｍ ５０度
石灰石
輝緑凝灰
岩

鏡肌
輝緑凝灰
岩

多い 盤際
カバー
ロック
水道

　南側残壁、1８0～１９０ｍレベルから幅約３０ｍ、高さ約５０ｍ、約３
０００㎥崩落した。
　上盤の石灰岩カバーロックと下盤の輝緑凝灰岩との境界に水道
が発生し、上盤の自重に耐えられなくなったため、上盤が崩壊した
と推測。
　※以下４件ほぼ同一箇所、報告書あり。

17 H11.9.15 　Ｅ 石灰石 約１０００㎥
５０ｍ
全体

８０ｍ ５０度 石灰石 鏡肌
輝緑凝灰
岩

多い 鏡肌 盤際
カバー
ロック
水道

　南側残壁、1８0～１９０ｍレベルから幅２０ｍ、深さ３～５ｍ程度、
高さ５０ｍ、約１０００㎥崩落した。
　亀裂面が水道となったところ（鏡肌状となる）と、残壁のり面方向
が一致した場所における崩壊と推測。

18 H12.6.28 　Ｅ 石灰石 約８００㎥
２０ｍ
上部

８０ｍ ５０度
輝緑凝灰
岩

鏡肌
輝緑凝灰
岩

多い 降雨 盤際 　

　南側残壁、上部１８０ｍレベルから、高さ２０ｍ、幅１５ｍ、約８００
㎥崩落した。
　前年５月に石灰石のカバーロックが下盤の輝緑凝灰岩とともに崩
壊したが、今回は露出していたその下盤の上部が崩落した。２８日
に朝からかなり激しい降雨があり、崩落箇所の上部にできた亀裂に
流れ込んだ水が亀裂を発達させたと推測。

19 H12.9.23 　Ｅ 石灰石 約６００㎥
６０ｍ
全体

８０ｍ ５０度
石灰石
輝緑凝灰
岩

鏡肌
輝緑凝灰
岩

多い 盤際
カバー
ロック
水道

　南側残壁、1９０～２００ｍレベルから幅２５ｍ、高さ６０ｍ、約６００
㎥崩落した。（五段の残壁の五段目が前に押し出され、あとがそれ
ぞれ一段ずつずれたようになった。残壁が滑った量は４５００㎥）
　前年５月３０日に発生した崩壊と同様、上盤の石灰石と下盤の輝
緑凝灰岩との境界に水道が発生し、崩壊が発生したと推測。

20 S46.10.13 　Ｆ 石灰石
約１１０００
０ｍ２

１２０ｍ
中間

１８０ｍ ５０度
石灰岩
頁岩

粘板岩
頁岩

頁岩砂岩
互層

粘板岩 降雨 震度１の地震

１０月４日亀裂発見
１１日に至り急速に
進行
１５時頃から１５～
２０分間隔で地鳴り

１０月４日粘板岩と石灰岩の境界に亀裂を発見（延長約１５０ｍ幅
最大１００ｍｍ）１１日に至り急速に進行１３日には亀裂幅は２２０ｍ
ｍに達し、１５時頃斜面下部で１５～２０分間隔に地鳴りとともに石
灰岩が破壊する状況がみられ、１９時４０分大地鳴りとともに地滑り
が発生。

21 H7.2.2 　Ｇ 石灰石 約１，０００㎥
２０ｍ
上部

５０ｍ ６０度 石灰石 粘土層
頁岩砂岩
互層

粘土層 発破

下部レベルで発破したところ、頂部付近（520～500mL）の幅１０ｍ×
奥行５ｍ、約１，０００㎥の石灰岩がズレて、約１～２ｍの段差が生
じた。内部にあった粘土層の下部を切ったことによるものと推測。
ズレた部分は、側面から徐々に採掘して除去した。

22 H7.5月 　Ｇ 石灰石 少量 上部 １５０ｍ ６０度 石灰石
頁岩砂岩
互層

大雨 盤際
　大雨後に、鉱床北西部斜面４５０～４６０mLで、岩盤が少量剥離し
落下した。

23 S63.9月 　Ｈ 石灰石 不明
３０ｍ
上部少量

８０ｍ ４０～５０度 石灰石
輝緑凝灰
岩

カバー
ロック
厚さ不足

亀裂 　

 採鉱場東切羽残壁東部のカバーロックとして残置していた石灰岩
(厚さ４～５ｍ)が、下部を採掘（根切り？）したことにより、降雨後、
亀裂が発生し、３０５～２７５mL間が幅２５ｍに亘り、一週間のうちに
３回に分けて、下盤から剥離し崩落した。（当初、鉱床は北落ちと考
えて採掘したが、結果的に南落ちとなっていたため、カバーロックの
厚さがなくなり崩落したものと推測｡)

24 H1.8月 　Ｈ 石灰石 不明
４０ｍ
上部

８０ｍ ４０～５０度 石灰石
輝緑凝灰
岩

降雨
カバー
ロック
厚さ不足

亀裂 　

採鉱場東切羽残壁中央部のカバーロックとして残置していた石灰
岩（厚さ２ｍ）に、降雨後、亀裂が発生し、３日後に、３０５mL～２９０
mL間が幅１０ｍに亘り下盤から剥離して崩落した。
（当初、鉱床は北落ちと考えて採掘したが、結果的に南落ちとなっ
ていたため、カバーロックの厚さがなくなり崩落したものと推測｡)

25 H1.9.21 　Ｈ 石灰石 不明
２～３０ｍ
中間

６０ｍ ６０度
輝緑凝灰
岩

輝緑凝灰
岩

降雨 盤際
採鉱場の北側残壁西部の凝灰岩部が一部崩落した。
前日１７２mmの降雨有り。

26 H5.10.28 　Ｈ 石灰石 １５０㎥ 上部 ６０ｍ ６０度
輝緑凝灰
岩

輝緑凝灰
岩

盤際 採鉱場の北側残壁中央上部の凝灰岩部１５０㎥が崩落した。

27 H16.5.15 　Ｈ 石灰石 約３，５００㎥
63ｍ
上部

９０ｍ ５５度
石灰石
輝緑凝灰
岩

輝緑凝灰
岩

降雨 盤際
カバー
ロック
厚さ不足

発破

採鉱場南側残壁が６３ｍ×２２ｍ×厚2.5ｍ、約３，５００㎥崩壊し、
表土等の埋立場となっている採掘跡凹地内に落下した。（夜間）　２
月から４月上旬にかけて犬走りの役目をしていた鉱山道路を採掘
除去しており、除去によるカバーロック厚さの減少とその際の発破
による岩盤の緩み及び５月１３日の降雨の影響等によるものではな
いかと思われる。

28 H7.3.14 　Ｉ 石灰石 亀裂
25m
上部

５０ｍ ６０度 亀裂
輝緑凝灰
岩

　
亀裂
鍾乳洞

盤際

上部の表土
をおろし残壁
下部を押さえ
る

　切羽（旧残壁）東部の中央部に亀裂が発生したので、頂上の表土
部約５，０００㎥を剥土した。

29 S62.9.23 　Ｉ 石灰石 約３００㎥ 上部 ６０ｍ ６０度

石灰石
輝緑凝灰
岩
砂岩

輝緑凝灰
岩

　
亀裂が多
い

盤際
　残壁中央部２６０mL付近が約３００㎥崩落した。
　当該部は亀裂、雑岩の多い岩盤であった。

30 H5.9.27 　Ｉ 石灰石 約７００㎥ 上部 ７０ｍ ６５度

石灰石
輝緑凝灰
岩
砂岩

輝緑凝灰
岩

　
亀裂が多
い

盤際
上部より再整
形

　東部残壁の表土及び雑岩部分約７００㎥が崩落した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(夜間に発生)



発生年月日 鉱山 鉱種 崩壊規模 崩落高さ 残壁高さ 残壁角度
崩壊した
岩種

地質状況等 要因 　 前兆 対策 概要

位置
鏡肌・肌目・
石目

はさみ
下盤の岩
種

走向・節
理・断層

石目 すべり面
夾雑物・
弱層

雨 盤際
カバー
ロックの

その他

31 H2.9.20 　Ｊ 石灰石 約１００㎥
上部
2～30m

１８０ｍ ６０～７０度 石灰石
輝緑凝灰
岩
チャート

盤際 　西部残壁の上部剥土作業箇所付近が、約１００㎥崩落した。

32 H9.7.28 　Ｊ 石灰石 ５０万㎥
250m
全体

２５０ｍ ６０～７０度
石灰石
表土

輝緑凝灰
岩
チャート

降雨
カバー
ロックの
強度不足

転石→転石増
加→最下部が
膨れだし崩壊

上部は再整
形
下部は残土
による埋め
立て

  13:30頃、２m大の落石があり、北部鉱床の雑岩処理作業員が退
避した。その後、落石頻度が増え、16:10頃、残壁下部が膨れるよう
にせり出して残壁が崩壊した。崩壊量は､幅約１００m､高低差約２５
０mで５０万㎥と推定される。南部及び北部鉱床の切羽並びにク
ローラドリル１台が埋没した。
  原因は、カバーロックに弱線部の存在又は鉱床の膨縮でカバー
ロックが薄くなっていたことによるカバーロックの破断が考えられ
る。　なお、２日前に台風に伴う約１６０㎜の降雨があった。

33
H15.8.20
(発見)

　Ｊ 石灰石
約５，０００
㎥

20m
上部

１００ｍ ６０度
石灰石
表土

輝緑凝灰
岩
チャート

盤際

　夏期休業中に、残壁頂部の山林の土石が、旧北部鉱床残壁の２
１０ｍＬ犬走り付近に崩落した。
　幅５０ｍ×高さ２０ｍ×厚さ５ｍで、崩落量は約５，０００㎥。
　崩落位置で小段を設けて整形した。

34 S55.5.20 　Ｋ 石灰石 亀裂
90m
上部

150m 60度 　　－ 頁岩 降雨
カバー
ロックの
強度不足

上部再整形
（大学に調査
依頼）

残壁山頂部の頁岩が現れている部分で５４年９月頃から残壁斜面
の走向の亀裂が発生していた（幅５０ｃｍ２０～３０ｍのもの数条）５
５年５月２０日か～２１日に累計２８７ｍｍの降雨があり、この後に山
頂部の亀裂が発達し、また残壁斜面２２０ｍＬに犬走りおいて新た
にせん断亀裂が発生した。（幅１５ｃｍ長さ１００ｍ１条）

35 S63.6.26 　Ｋ 石灰石 亀裂
30m
上部

４０ｍ ３０度 　　－
脆弱な頁
岩

脆弱な頁
岩

降雨
カバー
ロックの
強度不足

亀裂 上部再整形

　連日の大雨(降雨量７２０mm)により、第２鉱床頂部２７０～２４０mL
の表土部が地滑りを起こし、２４０mL以下の石灰岩のカバーロック
に亀裂が生じた。さらに、９月４日５日の雨で西側が１ｍ程度動く。
　対策として、２２０mLより上部(頁岩､表土)を約９５，０００㎥剥土
し、勾配３０°で整形した。

36 H9.7.17 　Ｋ 石灰石 亀裂
100m
上部に亀裂

２００ｍ ６０度 　　－
脆弱な頁
岩

カバー
ロックの
強度不足

亀裂 整形

  第１鉱床残壁２６０mL西部の犬走部分に幅10㎝、長さ10mの亀裂
が発生しているのを7/17（木）朝発見した。直ちに埋め戻し整地し
た。  当該部は整形後の６月６日に緑化の吹付をしている箇所で
あった。

37 H10.3.19 　Ｋ 石灰石
約２，０００
㎥

20m
上部 １２０ｍ ６０度 石灰石

脆弱な頁
岩

降雨 盤際 　
転石
亀裂

  3月18日8時10分頃、第１鉱床東端残壁で転石音がしたので巡視
したが、亀裂等は発見できなかったが、６８mLへの立入を制限して
いた。　19日8時30分巡視中に１９０mLで亀裂を発見したので、６８
mLへの全面立入禁止措置をして監視していたところ、11時45分、１
９０mLから幅約３０mの範囲が崩落した。崩落量は約２，０００㎥｡ 大
半は途中の犬走りに留まり、６８mLへの落下は少量であった。

38 H12.12.26 　Ｌ 石灰石 約１０万㎥
55m
全体

５５ｍ

1250ml以上
３５度
1250ml以下
４５度

石灰石
粘板岩

粘板岩 粘板岩 粘板岩層

崩壊部の両端
及び底部に介
在していた粘
板岩が上部の
石灰石採掘の
ため崩壊した

再整形
平均22.6度

　中央残壁西部の頂部１２９０ｍＬに亀裂、１２８０ｍＬ等の犬走りに
陥没が多数発見され、最下部の１２３５ｍＬから頂部までが崩壊し
た。崩壊量は約１０万㎥。崩壊部の両端には縦帯状に粘板岩層が
露出し、１２３５ｍＬにも水平方向に粘板岩層が見られる。犬走りの
陥没は最大約２ｍとなっている。　（当該残壁の剥土整形を実施）

39 S63.12月頃 　Ｍ けい石
不明
小規模

5m ５０ｍ ６０度 けい石 鏡肌 頁岩 　 三角目 　
　残壁１９５mL犬走りの中央部が、幅５ｍ×高さ５ｍ程度崩落した。
三角目、鏡肌が出ている。

40 H1.7.11 　Ｎ けい石 亀裂
15m
上部

９０ｍ ５０度

石目がやや
流れ目（流
れ盤）となっ
ている可能
性有り

凝灰岩
亀裂が多
い

降雨 　

　７月８～９日に相当量の降雨があり、７月１１日に東鉱床仮残壁
（中部残壁）西側頂部ベンチへ至る鉱山道路部分の３４０mL～３２５
mL間の凝灰岩部に幅３８ｍに亘って亀裂が発生しているのを発見
した。その後、当該部を上部から採掘して緩傾斜とした。

41 H5.9月 　Ｎ けい石 少量・亀裂 上部 ９０ｍ ５０度

石目がやや
流れ目（流
れ盤）となっ
ている可能
性有り

凝灰岩 　
亀裂が多
い

　
　東鉱床残壁（中部残壁）中央部及び東部の凝灰岩部が少量崩落
した。
  また、同鉱床中央部西側３２０mLの犬走りに亀裂が発生した。

42 S60.5.14 　Ｏ 石灰石 約２，０００㎥
25m
中間部

１００ｍ 4５度
石灰石
頁岩

頁岩 頁岩

強度のな
い頁岩を
夾んでい
た

降雨

亀裂を観測
仮残壁のた
め後に採掘
済み

　前日から６７．４mmの降雨があり、協調採掘鉱区最終残壁の３５５
mL～３８０mLの頁岩部に亀裂が発生した。
　その後、監視していたところ、６/２６～７/２の間に、当該部分約
２，０００㎥が崩落した。

43 H18.11.7 　Ｏ 石灰石 約６，０００㎥
25m
上部

５０ｍ ４０度 石灰石
輝緑凝灰
岩

輝緑凝灰
岩

盤際
カバー
ロックの
強度不足

岩盤の状況が悪いので平均傾斜３０度程度で残壁を形成してきた
が、状況が若干良くなり石灰の岩部部が出てきたので平均４５程度
に傾斜を変えて採掘したところ、採掘箇所上部２５ｍ間が崩壊を起
こした。石灰岩は成型時にプリスプリットの穴を見失う程度の堅さで
あった。



発生年月日 鉱山 鉱種 崩壊規模 崩落高さ 残壁高さ 残壁角度
崩壊した
岩種

地質状況等 要因 　 前兆 対策 概要

位置
鏡肌・肌目・
石目

はさみ
下盤の岩
種

走向・節
理・断層

石目 すべり面
夾雑物・
弱層

雨 盤際
カバー
ロックの

その他

44 H7.7月 　Ｐ 石灰石 亀裂
上部
4０ｍ

９０ｍ
５０度
(40度)

石灰石
頁岩

頁岩 降雨
カバー
ロックの
強度不足

再整形

鉱床南側残壁（平均傾斜５０゜）に亀裂が発生したので、観測してい
たところ、大雨後に亀裂幅が２０㎝程度となったので、亀裂部を除
去し、勾配３１°で再整形した。(剥土量１２７，０００㎥)カバーロック
（石灰岩）の下盤の頁岩が、浸透水により膨張したためではないか
と推測。

45 H10.1.18 　Ｐ 石灰石 約５，０００㎥
40m
全体

４０ｍ ４０度 石灰石 すべり面 頁岩
輝緑凝灰
岩

すべり面 降雨
すべり面に
沿って約３０
度で再整形

 鉱床の東部残壁（平均勾配40度）が300mL～260mLの間で幅３０m
×高さ４０m×厚さ４m、約５，０００㎥がすべり、約３m下方へずれ
た。(1/19(月)朝発見した｡)その後、当該部は除去して整形した。

46 H14.3.10 　Ｐ 石灰石 亀裂
40m
全体

５０ｍ 4５度

石灰石
頁岩表土
等が混
ざってい
る

頁岩 頁岩 頁岩 盤際

平均３６．５
度で切り直し
た（当初約５
０度）

鉱床東側で約３０ｍにわたって亀裂がはいる。頁岩か粘土状のはさ
み層があった、残壁角度４５度。押さえ盛り土で対応し整形し直し
た。

47 S62.10月 　Ｑ けい石 ２０，０００㎥
3０ｍ
上部

１７０ｍ ６０度 けい石
断層・節理
が顕著

粘板岩・
砂岩互層

亀裂 降雨
　台風の雨の影響により、以前から亀裂のあった３号切羽上部仮残
壁が２０，０００㎥崩落した。

48 H2.9.19 　Ｑ けい石 約１，１００㎥
25m
上部

１７０ｍ ６０度 けい石
断層・節理
が顕著

粘板岩・
砂岩互層

亀裂 降雨
　台風に伴う大雨の後、３号ベンチ東部が幅１５ｍ×長さ２５ｍ×厚
さ３ｍ約１，１００㎥崩落した。

49 H6.6月 　Ｑ けい石 ４０㎥ 上部 １７０ｍ ６０度 けい石
断層・節理
が顕著

粘板岩・
砂岩互層

亀裂 　 　北部仮残壁１８０ｍＬで、岩盤の一部（４０㎥）が剥離し、落下した。

50 H13.8.21 　Ｑ けい石 不明
23m
上部

２００ｍ ６０度 けい石
断層・節理
が顕著

粘板岩・
砂岩互層

亀裂 降雨

　台風の大雨の影響により、鉱山作業休止中に、残壁中央部の１４
５ｍＬ～１２２ｍＬの間が崩落した。
　崩落土石は全量１２２ｍＬベンチに留まっていたが、平成１４年８
月までに全量の搬出が終わった。

51 H16.6.27 　Ｑ けい石 約３００㎥
20m
上部

２００ｍ ６０度 けい石
断層・節理
が顕著

粘板岩・
砂岩互層

亀裂 降雨
　１３４ｍＬ付近の残壁の一部が剥離しかかっていたので重機によ
り除去した。６月２１日の台風６号通過に伴う大雨の影響による。
（推定　幅２０ｍ×高さ２０ｍ×1/2×厚さ１．５ｍ≒約３００㎥）

52 H16.8.2 　Ｑ けい石 約３００㎥
20m
上部

２００ｍ ６０度 けい石
断層・節理
が顕著

粘板岩・
砂岩互層

亀裂 降雨

　６月に剥離し除去した箇所の残りの、滑り肌の上に乗った状態と
なり不安定になっていた１３４ｍＬ付近の残壁の一部が崩落した。
７月末の台風１０号接近に伴う大雨の影響による。
（推定　幅２０ｍ×高さ２０ｍ×1/2×厚さ１．５ｍ≒約３００㎥）

53 H16.10.20 　Ｑ けい石 約５，０００㎥上部 ２００ｍ ６０度 けい石
断層・節理
が顕著

粘板岩・
砂岩互層

亀裂 降雨

　台風に伴う大雨の影響により、上記２回の崩落により、残壁頂部
のオーバーハング気味となっていた部分が２箇所で崩落した。（昼
間及び夜間の２回に分けて１箇所ずつ崩落した。崩落量は両箇所
同量で各約５，０００㎥程度。）

54 H17.9.7 　Ｑ けい石 約７，０００㎥
50m
上部

２００ｍ ６０度
けい石
表土

断層・節理
が顕著

粘板岩・
砂岩互層

亀裂 降雨
  台風の接近に伴う大雨の影響により、平成１６年１０月２０日に崩
落した箇所に隣接する西側の頂部が約７，０００㎥崩壊した。崩落
土砂の一部が鉱山所有地外の谷筋まで流出した。

注） 崩壊要因については下記の通り
走向・節理・断層：ある程度規則性を持った不連続面が存在しているケース
石目：不規則に亀裂が多く存在するケース
すべり面：崩壊を起こした面の跡が鏡面化したもの等明確なすべり面により崩壊を起こしたケース
夾雑物・弱層：頁岩、粘板岩、輝緑凝灰岩の脆弱な層を夾んでいるもの、または塊状に存在するケース
盤際：残壁頂部が盤際となっているケース
カバーロック：カバーロックにより残壁が維持されているケース
降雨：崩壊時に降雨が認められたケース


